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第53話　スタジオ夜話（番外編）

サウンドドラマの制作
（音声調整卓）Ⅲ　基本構成と機能　

☆　はじめに
　前号では梅雨の季節も終わりと始めまし
た。テレビの気象情報では秋雨前線の話題
各地に雷雨や集中豪雨の注意報、すでに夏
は終わっているのですがまた暑さが真夏日
の様相と四季の国日本はいったいどういう
ことになっているのでしょう。読者皆様は
いかがお過ごしでしょうか、もうしばらく
すれば秋の心地よい季節もやって来ます。
今しばらく健康にはお気を付けお待ちくだ
さい。
　さて今回のスタジオ夜話番外編、前号で
の予定どうりアナログからデジタルに時代
が進むにつれ変化発展した音声調整卓その
過程をお話しして今日のデジタル卓全盛の
時代の音声調整卓について考えてみたいと
思います。また今回も前回同様今更的なお
話しもあるかと思いますがお付き合いよろ
しくお願いいたします。

☆　音声信号をリモートで扱う？
　かつて音声調整卓で入力や出力をスイッ
チで切り替えたりする事はリレー回路を使
い頻繁に行われていました。音声信号を直
接操作部まで配線しなくとも効率良く操作
できるメリットがありました。（図 1 参照）
しかし音声信号そのものを制御するリモー
ト装置はありませんでした。
　以前スタジオ夜話番外編で音源の話を
した際にシンセサイザーの説明で「VCA」
Voltage Controlled Amplifier - 電圧制御
増幅器。の仕掛けについて説明しました。
　じつはこの「VCA」が音声調整卓の進化
に大きな影響を及ぼすことになるのです。

「V CA」はご存じのとおり外部から DC を
供給することによってその供給電圧に応じ
た増幅率を得ることができる増幅器です。
増幅率の制御も供給電圧の制御でリニア増
幅も LOG カーブ増幅も可能です。応用範
囲も広く複数チャンネルの同期なども容易
に出来るようになりました。つまり音量コ

ントロール用のフェーダーは直接音声信号
を制御するのでは無く「VCA」を制御する
DC のコントローラーとなったのです。（図
2 参照）後にミキシングのオートメーショ
ン化がこの「VCA」の実用化で可能となり
ます。

☆　ミキシングのオートメーション化
　今回のスタジオ夜話番外編では音声調整
卓の進化の過程を振り返りその変遷からサ
ウンドドラマ制作にどの様な影響を及ぼし
たのか考えることによって音楽録音とは少
し異なるミキシングテクニックといったも
のについて多少のご理解を得られるお話し
と思っています。さて時代はマルチトラッ
クレコーディング全盛の時代へと進化して
行きます。多くのエンジニアなど制作者は

トラックダウンの質の向上が作品の完成度
に大きく影響することは理解していました
そこで楽器グループごとのグールーピング
などミキシングの効率化やミュートチャン
ネルのオン、オフに神経を使うテクニック
へと変化して行きます。しかしより良いト
ラックダウンミキシングは何度も繰り返し
行いその中でのベストを選択するというも
のでした。多くのチャンネルを扱うトラッ
クダウンでは場合によっては複数のエンジ
ニアが共同作業を行うこともありました。
そこで登場したのがオートメーション化で
す。ここでいうオートメーション化とはミ
キシングの自動化とは趣が少し異なります
ミキシングの自動化ではなく再現に特化し
た機能です。方法は音声信号をコントロー
ルする「V CA」電圧を記録して再びその記
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音声調整卓　図解　
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☆ http://www.uni-w.com/fdi/　ではフルカラーでご覧いただけます。

録した電圧を「VCA」に供給することが可
能ならば一回目のトラックダウンを再現す
ることが可能となりその際部分的なアップ
デートも可能となり繰り返し作業をするこ
とによってより完成度の高いトラックダウ
ンができる様になるというものです。（図 3
参照）歴史的にはこの時点で音声のデジタ
ル化は可能でしたがまだそのデータを処理
してミキシングするまでには至っていませ
んでした。そこで音声信号はアナログのま
ま、その信号をコントロールする作業をデ
ジタル化したのです。現在一部の高級機で
採用されているアナログデジタルコントロ
ールの音声調整卓のルーツです。ご存じの
ようにこのアナログデジコンの調整卓は今
日のハイレゾソース制作の先端で活躍して
います。

☆　オートメーションの基礎
　当時のオートメーションについて簡単に
お話しします。図 3 で理解できるように基
本的にその考え方は実に明瞭です。ポイン
トはマルチトラックレコーダーのトラック
間セパレーションぐらいのものでした。ま
たこの問題が後のマルチトラックテープレ
コーダーのタイムコード同期にも大きく関
係してくることにもなります。テープメデ
ィアにデータを記録する。筆者以上の年齢
層の方にはなじみ深い懐かしい話です。デ
ータ記録媒体が磁気テープに依存していた
時代が蘇ります。しかしこの時間軸に対し
て長手方向に記録するデータというのがト
ラックダウン作業では実に合理的な方法だ
ったのです。マルチトラックに録音された
音楽素材とその別トラックに録音されたミ
キシングデータは至極自然に同期している
事実です。音楽ソースとミキシングデータ
の同期が初めから確立されているのです。
後はそのデータをどのように音声調整卓上
で生成するかという問題だけです。（図 4
参照）前にも説明しましたがこの時点で音
声信号演算処理技術はまだまだ未熟でした
が基本的な AD 変換技術やデータ化技術は
出来上がっていました。後は応用です。扱
う信号はフェーダーでコントロールする

「VCA」供給電源電圧、そこで時間軸で変
化するフェーダー作業の電圧値をサンプリ

ングしてデータ化することにしました。当
時安定して実用化可能な量子化ビット数は
8 ビット、そこでフェーダーの位置情報は
絞り込み（ミュート状態）から最大までを
256 段階・8 ビットに設定しました。この
256 分解能には賛否ありましたが筆者が使
っていた MCI 社の JH600 シリーズで使用
上全く問題はなかったと今でも思っていま
す。マルチトラックを扱うには多数チャン
ネルを同時にデータ化しなくてはなりませ
ん。しかしエンジニアが同時に扱うことが
できる作業はそう多くはありません。また
磁気テープに記録できるデータにも限界が
あります。当時のトラックダウンは多くて
も 32 チャンネル、データ化する「V CA」
フェーダー情報は最大その程度です。各チ
ャンネルの情報をスキャニングする量子化
周波数（サンプリング）は音声信号をデー
タ化するより遥かに低いサンプリングレー
トで十分といえます。この設定は各メーカ
ーで違いますが当時様々な汎用処理を行っ
ていた CPU モトローラ 68 系やテキサス
9900 系、インテル 80 系などの性能を考
えると十分な性能であったと考えます。

☆�　サウンドドラマ制作オートメーション
で変わった！

　サウンドドラマ制作では様々なシュチエ
ーション設定で台詞や音が変化します。音
量や定位、移動、時間軸にともなって連続
で変化を創りあげて行かなくてはなりませ

ん。登場人物の移動に伴って背景音が様々
に変化する。未だに提供されているサウン
ドドラマの素材音の時間軸上の変化、場面
転換などでのミキシングの稚拙さには呆れ
ます。（失礼しました。）音声調整卓の進化
マルチトラックの導入とアナログ時代でも
音楽録音でのオートメーション導入がどれ
だけサウンドドラマ制作に貢献したかはか
り知れません。素材音の音質を確保し繰り
返し変化加工できたことはエンジニアに限
らずスタッフ全員の期待に応えた進化でし
た。デジタル機器全盛の今日なぜもっと素
晴らしいサウンドドラマができないのでし
ょうか。時代のニーズ、コスト、など要因
は様々ですが、当時の創意工夫（機器の開
発を含む）は今に伝え今後とも発展して行
かなければ音声に携わる人間も育たないの
ではないでしょうか。

☆　次回は
　今回は音声調整卓の機能がアナログから
デジタルに時代が進むにつれ変化発展した
過程をお話しして音声調整卓について考え
てみました。次回はその過程で変化した？
ミキシングの具体的テクニックについてス
タジオ夜話的にお話ししたいと思います。
賛否両論！乞うご期待！まだまだ暑い日が
続きますが読者皆様におかれましてはお身
体に気を付けてお過ごしください。

ー 森田　雅行 ー

VCA　１

音声信号はマルチトラックテープレコーダーの

コントロール電圧　１ 各トラックへ録音される。

VCA  ｎ

フェーダーでコントロールされた各チャンネル 同時にデータもデータトラック

の電圧値を一定単位時間でスキャニングして に録音されます。

その時の各チャンネルの電圧値を取得する。

コントロール電圧　ｎ

取得したデータはチャンネルスキャニングは３２ｃｈで数KHｚでスキャン、フェーダーコントロール

データは１０KHｚ８ビット程度でデーター化します。データは音声信号化されマルチレコーダーの

データトラックに録音されます。 例のピロピロガーガー音です。

再生ではこの録音されたデータに基ずきコントロールされたDCをVCAに供給することで可能となります。

またムービングフェーダーやLED表示によって現在のフェーダー位置情報も取得できます。マルチレコーダー

のデータトラックを複数用意することで元データを残したままアップデートの繰り返しが出来る様になりました。

データ音はうるさい？ので１０ｄB程度低めでトラック間に空白トラックをとか注意も必要でした。

図-３・図-４


